
　機械工業デザイン賞の第２次現物審査は専門審査員が実機の稼働状況や操
作を確認する。そこではハードウエア的な面だけでなく、ソフトウエア的な
面、さらには技術開発におけるプロセスなどにも注目している。現物審査を
行った専門審査委員会から、今回の受賞製品の中で独創的な技術開発や将来
の方向性を予感させる開発事例を３件、ピックアップしていただいた。ここ
では３社の担当者が開発の背景などを紹介する。そこには今後の生産財デザ
インを考えていくためのヒントがあるだろう。

プ
ッ
シ
ュ
プ
ッ
シ
ュ
方
式
で

プッシュフードと衝突壁とで構成するＥｚｐ型

鈴木剛人環境エンジニアリングディビジョン技術開発セクション
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当
社
の
「
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｃ
Ｈ

コ
ー

チ

シ
リ
ー
ズ
は
「
オ
ー
プ
ン
ス

ー
パ
ー
ク
リ
ー
ン
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
た
ク
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
形
成

装
置
で
あ
る
。
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の
誕

生
は
開
放
的
に
作
業
が
で
き
る
プ

ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
の
応
用

と
、
こ
の
プ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ド
の
進

化
を
ベ
ー
ス
に
、
開
放
空
間
に
ク

リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
が
形
成
で
き
な
い

か
と
の
模
索
に
端
を
発
す
る
。
完

成
に
は
排
気
側
の
プ
ル
フ
ー
ド
に

よ
る
周
囲
の
汚
染
物
質
の
巻
き
込

み
や
、
プ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ド
か
ら
離

れ
る
こ
と
で
生
じ
る
大
気
と
の
境

界
で
の
一
様
流
の
乱
れ
の
解
決
策

が
求
め
ら
れ
た
。
あ
ら
ゆ
る
試
行

で
も
解
決
に
は
至
ら
ず
、
唯
一
の

手
段
と
し
て
２
台
の
プ
ッ
シ
ュ
フ

ー
ド
を
対
向
さ
せ
る
「
プ
ッ
シ
ュ

プ
ッ
シ
ュ
方
式
」
に
辿
り
着
く
。

た
ど

万
策
尽
き
か
け
た
中
で
、
「
あ
え

て
プ
ル
フ
ー
ド
を
や
め
る
」
と
い

う
逆
転
の
発
想
、
ま
さ
に
起
死
回

生
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
原
理
を
基
に
、
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
と
し
て
使
用
す
べ
く
大
型

化
し
た
の
が
今
回
の
「
フ
ロ
ア
ー

コ
ー
チ
Ｅ
ｘ
ｐ
・
Ｅ
ｚ
ｐ
」
で
あ

る
。
同
製
品
は
大
空
間
に
お
け
る

大
気
と
気
流
の
境
界
で
の
巻
き
込

み
防
止
用
の
ガ
イ
ド
ス
ク
リ
ー
ン

を
配
し
て
お
り
、
Ｅ
ｚ
ｐ
は
片
側

に
設
置
し
た
衝
突
壁
が
プ
ッ
シ
ュ

フ
ー
ド
と
同
じ
機
能
を
果
た
す
。

ま
た
Ｅ
ｘ
ｐ
・
Ｅ
ｚ
ｐ
は
、
積
み

木
方
式
の
フ
ー
ド
設
計
に
よ
り
、

幅
方
向
・
高
さ
方
向
へ
並
べ
る
だ

け
で
簡
単
に
拡
張
が
可
能
。
こ
の

拡
張
性
の
実
現
に
も
並
べ
た
装
置

間
に
存
在
す
る
わ
ず
か
な
隙
間
か

ら
汚
染
物
質
を
誘
引
す
る
と
い
う

課
題
が
存
在
し
た
。
設
置
時
の
困

難
さ
か
ら
パ
ッ
キ
ン
な
ど
で
気
密

を
確
保
す
る
方
法
は
現
実
的
で
な

い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
こ
で
も

「
プ
ッ
シ
ュ
プ
ッ
シ
ュ
方
式
」
が

解
決
し
て
く
れ
た
。
並
べ
た
装
置

間
で
気
流
を
対
向
さ
せ
て
隙
間
で

も
気
流
を
衝
突
さ
せ
、
気
流
の
向

き
を
前
後
方
向
に
変
え
る
こ
と
で

誘
因
気
流
を
防
ぐ
。
積
み
木
方
式

の
胆
と
な
る
「
直
角
合
流
技
術
」

き
も

が
完
成
し
た
瞬
間
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
技
術
に
「
ス
リ
ー
プ
モ

ー
ド
」
と
当
社
製
超
高
性
能
フ
ィ

ル
タ
ー
Ｆ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
フ
ェ
リ

ナ

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
ク

リ
ー
ン
ル
ー
ム
最
高
レ
ベ
ル
の
Ｉ

Ｓ
Ｏ
ク
ラ
ス
１
の
清
浄
度
を
実
現

し
つ
つ
、
ス
リ
ー
プ
時
に
は
消
費

電
力
が
一
般
的
な
ク
リ
ー
ン
ル
ー

ム
に
比
べ
、

分
の
１
と
な
る
製

品
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。
同
製
品
の
普
及
に
よ
り
こ

れ
ま
で
高
根
の
花
で
あ
っ
た
ス
ー

パ
ー
ク
リ
ー
ン
を
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ

ー
に
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。

操
作
性
か
ら
傾
斜
軸
構
造
を

斜
め
に
配
置
さ
れ
た
傾
斜
軸
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外
径
１
０
０
０

、
重
さ
１

２
０
０

の
金
型
を
高
速
か
つ

高
精
度
に
５
軸
で
加
工
す
る
―
。

当
社
が
進
め
て
い
た
計
画
と
お
客

さ
ま
の
要
求
が
一
致
し
た
。
「
傾

斜
軸
を
斜
め
に
配
置
し
て
、
構
造

体
を
下
か
ら
支
え
ま
す
。
こ
う
す

る
こ
と
で
高
い
剛
性
と
操
作
性
、

視
認
性
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
」
と
提
案
し
た
。

　
既
存
の
考
え
で
は
テ
ー
ブ
ル
構

造
体
は
巨
大
と
な
る
が
、
傾
斜
軸

を
斜
め
に
配
置
す
る
こ
と
で
高
い

剛
性
を
備
え
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
テ

ー
ブ
ル
を
実
現
で
き
る
。
さ
ら
に

テ
ー
ブ
ル
周
り
の
３
方
向
に
構
造

体
が
な
く
、
圧
倒
的
に
操
作
性
と

視
認
性
が
良
い
。
お
客
さ
ま
の
期

待
感
は
強
く
な
っ
て
い
た
。

　
ユ
ニ
ー
ク
な
構
造
の
テ
ー
ブ
ル

開
発
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
当
社

の
既
存
テ
ー
ブ
ル
を
利
用
し
て
仮

想
的
に
傾
斜
軸
を
斜
め
に
作
り
出

す
前
例
の
な
い
構
造
評
価
検
証
を

行
っ
た
。

　
こ
こ
で
剛
性
や
運
動
性
能
、
操

作
性
、
視
認
性
の
ほ
か
加
工
精
度

に
至
る
ま
で
全
て
の
課
題
を
抽
出

し
た
。
構
想
段
階
の
解
析
で
圧
倒

的
な
テ
ー
ブ
ル
剛
性
の
高
さ
に
驚

い
た
が
、
実
機
測
定
で
そ
れ
を
確

信
し
た
。
加
工
精
度
は
予
想
を
は

る
か
に
上
回
る
良
い
結
果
で
あ
っ

た
。

　
当
初
か
ら
テ
ー
ブ
ル
の
操
作
性

に
は
大
き
な
課
題
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
た
。
数
値
制
御

Ｎ
Ｃ

装
置
メ
ー
カ
ー
に
も
課
題
を
提
示

し
、
当
社
の
制
御
装
置
「
Ｐ
ｒ
ｏ

ｆ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
５
」
の
機

能
向
上
を
行
っ
た
。
テ
ー
ブ
ル
上

面
を
垂
直
に
し
て
加
工
す
る
場

合
、
回
転
軸
と
傾
斜
軸
を
動
作
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。
指
令
さ
れ
た

角
度
と
実
際
の
軸
動
作
を
ど
の
よ

う
に
表
示
さ
せ
る
か
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
視
点
で
操
作
性
を
追
求
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。

座
標
軸
の
表
示
で
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
が
直
感

的
に
作
業
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
ま
た
画

面
上
の
ボ
タ
ン
を
一

つ
押
す
だ
け
で
ワ
ー

ク
の
５
面
割
り
出
し

が
で
き
る
「
ワ
ー
ク

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
機

能
」
、
主
軸
と
テ
ー

ブ
ル
の
干
渉
を
防
止

す
る
機
能
、
回
転
中

心
の
位
置
を
自
動
で

測
定
す
る
機
能
な
ど

を
準
備
す
る
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ

な
操
作
を
可
能
に
し
た
。

　
大
物
ワ
ー
ク
の
高
速
・
高
精
度

な
５
軸
加
工
を
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
バ
ラ
ン
ス
良
く

極
限
ま
で
追
求
し
た
Ｄ
８
０
０
Ｚ

が
完
成
し
、
お
客
さ
ま
の
工
場
で

フ
ル
稼
働
し
て
い
る
。

専
門
知
識
な
く
て
も
容
易
に

ロ
ボ
ッ
ト
を
意
識
せ
ず
操
作
可
能

安川電機
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バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
分
野
に
お

け
る
創
薬
・
製
薬
・
臨
床
検
査
な

ど
の
研
究
・
開
発
の
現
場
で
は
人

手
に
よ
る
作
業
が
多
い
た
め
、
実

験
デ
ー
タ
の
精
度
と
再
現
性
に
バ

ラ
つ
き
が
発
生
し
や
す
く
、
ま
た

研
究
者
が
日
々
の
繰
り
返
し
作
業

に
追
わ
れ
て
本
来
の
研
究
・
開
発

業
務
に
注
力
で
き
な
い
と
い
っ
た

潜
在
的
な
課
題
が
あ
る
。
我
々
は

当
社
独
自
の
汎
用
双
腕
ロ
ボ
ッ
ト

の
適
用
に
よ
り
、
実
験
作
業
の
正

確
性
・
再
現
性
の
向
上
や
、
こ
れ

ま
で
暗
黙
知
だ
っ
た
熟
練
作
業
ス

キ
ル
の
可
視
化
・
共
有
化
を
確
立

し
、
よ
り
創
造
的
な
研
究
・
開
発

環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
分
野
に
お
い
て
ユ
ー
ザ
ー

は
実
験
結
果
が
重
要
で
あ
り
、
ロ

ボ
ッ
ト
は
実
験
を
行
う
ツ
ー
ル
に

す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
一
般
的
な
ロ

ボ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
と
異
な
り
、
ロ

ボ
ッ
ト
を
意
識
せ
ず
に
作
業
を
行

え
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
た

め
親
和
性
が
高
く
、
ま
た
、
ユ
ー

ザ
ー
に
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
を
意
識
さ

せ
な
い
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を
行
っ

た
。

　
今
回
開
発
し
た
新
型
双
腕
ロ
ボ

ッ
ト
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ
―
Ｂ
Ｍ

Ｄ
Ａ
３
」
は
全
軸

以
下
の
低

出
力
モ
ー
タ
ー
を
採
用
し
、
当
社

従
来
機
種
と
同
等
の
最
大
リ
ー
チ

を
確
保
し
つ
つ
大
幅
な
軽
量
化
を

実
現
し
た
。
ま
た
バ
イ
オ
メ
デ
ィ

カ
ル
の
研
究
現
場
で
人
と
と
も
に

働
く
た
め
の
親
和
性
を
考
慮
し
、

清
潔
感
・
上
質
感
の
あ
る
デ
ザ
イ

ン
を
採
用
し
た
ほ
か
、
表
面
の
拭

き
取
り
や
す
さ
を
考
慮
し
、
外
表

面
を
フ
ラ
ッ
ト
な
形
状
に
仕
上
げ

た
。

　
さ
ら
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
詳
し
く

な
い
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
分
野
の

ユ
ー
ザ
ー
で
あ
っ
て
も
、
容
易
に

ロ
ボ
ッ
ト
を
扱

え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
い

う
観
点
か
ら
、

ユ
ー
ザ
ー
が
使

い
慣
れ
た
用
語

で
作
業
内
容
な

ど
の
指
示
や
変

更
を
直
感
的
に

行
う
こ
と
が
で

き
る
操
作
画
面

も
あ
わ
せ
て
開

発
し
た
。

　
当
社
で
は
今
後
と
も
ユ
ー
ザ
ー

に
と
っ
て
扱
い
や
す
い
ロ
ボ
ッ
ト

を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
バ
イ
オ

メ
デ
ィ
カ
ル
分
野
の
技
術
革
新
に

微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
い
く
所
存

で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
産
業

技
術
総
合
研
究
所
創
薬
分
子
プ
ロ

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
と

の
共
同
開
発
の
成
果
で
あ
る
。

現物審査で注目された技術開発
　　 ２０１４年 平成２６年 ７月２４日 木曜日 （第２部） 　　 （ ）


